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公
明
党

よ
り
抜
本
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
求
め

る

　
本
決
算
で
は
、
実
質
単
年
度
収
支
で
約
一
億
五
、
〇
〇
〇

万
円
の
赤
字
と
な
る
。
そ
の
厳
し
い
状
況
を
端
的
に
表
し
て

い
る
の
が
、
経
常
収
支
比
率
︵
九
七
・
一
％
︶
で
あ
る
。
希

望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
課
題
は
、

経
常
経
費
を
い
か
に
削
減
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

で
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。
か
ね
て
よ
り
我
が
党
は
、
事

業
仕
分
け
に
よ
る
、
よ
り
抜
本
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を

求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
全
職
員
そ
し
て
市
民
の
理
解

と
協
力
を
求
め
る
。

正
翔
会

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
努
力
の
結
果
が

大
き
い

　
平
成
十
九
年
度
決
算
は
合
併
三
年
目
と
し
て
、
人
件
費
等

で
一
定
の
合
併
効
果
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
国
の
政
策
・
制

度
の
変
更
や
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
負

担
増
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
九
七
・
一
％
と
、

昨
年
比
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
決
算
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
不

用
額
に
つ
い
て
も
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
努
力
の
結
果

が
大
き
い
と
考
え
る
。
今
後
も
各
種
課
題
へ
の
積
極
的
な
対

応
を
要
望
す
る
。

平成19年度

一般会計決算

自
民
ク
ラ
ブ

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に
進
め
、

経
常
収
支
比
率
の
改
善
を

　
平
成
十
九
年
度
決
算
は
、
税
源
移
譲
が
行
な
わ
れ
、
市
民

税
が
前
年
比
約
一
二
億
四
、
〇
〇
〇
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

一
方
、
約
九
、
八
〇
〇
万
円
が
不
納
欠
損
、
収
入
未
済
額
が

約
一
四
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
よ
り
一
層
の
収
納

体
制
の
充
実
、
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
合
併
効
果
で
は
、
約
五
億
円
の
人
件
費
が
削
減
さ
れ
た
。

扶
助
費
、
公
債
費
、
物
件
費
等
が
上
昇
し
、
経
常
収
支
比
率

は
九
七
・
一
％
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
長
期
に
わ
た
っ

て
推
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に

進
め
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善
を
強
く
望
む
。

日
本
共
産
党

敬
老
祝
い
金
の
減
額
な
ど

市
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
い
る

　
三
六
〇
件
に
も
な
る
委
託
業
務
の
雇
用
形
態
が
未
掌
握
な

の
は
、
危
機
管
理
意
識
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。
委
託
料
の

増
大
が
経
常
経
費
を
圧
迫
し
て
い
る
。
国
の
行
革
路
線
を
忠

実
に
受
け
入
れ
て
、
市
民
に
我
慢
を
押
し
つ
け
た
決
算
。
市

長
は
、
合
併
の
効
果
は
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
る
と
言
い
訳
し
て
、

循
環
バ
ス
は
実
施
せ
ず
。
敬
老
祝
い
金
の
減
額
、
保
育
料
、
手

数
料
の
値
上
げ
な
ど
、
市
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
、
残
っ
た

お
金
を
基
金
に
積
ん
だ
。
財
源
確
保
だ
け
が
目
的
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
視
点
に
欠
け
た
決
算
で
あ
る
。
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主 な 意 見

ふ
じ
み
野
市
立
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　
今
回
の
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
三

億
八
、
〇
二
七
万
七
、
〇
〇
〇
円
。
歳
入

は
、
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
が
約
四

億
六
、
〇
〇
〇
万
円
、
市
町
村
合
併
推
進

体
制
整
備
費
補
助
金
二
、
五
八
〇
万
円

な
ど
。
歳
出
で
は
、
人
件
費
は
人
事
異
動

に
よ
る
も
の
、
障
害
者
地
域
支
援
事
業

の
増
額
、
教
育
施
設
修
繕
費
の
増
額
な

ど
必
要
最
小
限
の
事
業
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
討
論
で
は
、
障
害
者

施
策
な
ど
積
極
的
に
対
応
し
た
予
算
で

あ
る
と
評
価
し
た
意
見
。
ま
た
、
職
員
が

削
減
さ
れ
残
業
や
精
神
的
負
担
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
職
員
の
適
性
配
置
計
画

を
見
直
す
べ
き
と
の
指
摘
や
、
繰
越
金

を
高
齢
者
の
負
担
軽
減
策
に
使
う
べ
き

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　第３回定例会の提出議案と審議結果は、６ページに掲載

してあるとおりです。

　決算関係以外の議案審議をお伝えいたします。

賛
　
成
　
多
　
数
　
で
　
可
　
決

　
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
Ὶ
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ί

同
施
設
は
Ὶ
産
業
振
興
と
市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
Ὶ
利
用
率
に
つ
い
て

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
Ί
民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
つ
つ
Ὶ
利
用
頻
度
の
高
い
施
設
を
目
指
す
と
と
も

に
Ὶ
使
用
料
収
入
の
増
額
が
望
ま
れ
ま
す
Ί

　
施
設
管
理
の
専
門
性
を
持
つ
こ
と
で
Ὶ
施
設
管
理
が
よ
り

一
層
Ὶ
安
全
・
安
心
に
な
る
よ
う
に
と
の
Ὶ
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
Ί
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決 老人保健、下水道事業は、　　

　　　　　　全会一致で認定しました。

平成 19年度

特別会計決算

来
年
四
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　補正予算の主な事業

障害者地域生活支援事業　　　　　3,038 万円

国民健康保険繰出金　　　　　3 億 3,986万円

道路維持修繕事業　　　　　　　　2,714 万円

道路橋りょう新設改良事業　　　　　900万円

　平成19年度は、国保税条例改定を受

けて、加入者３万700人で総額１億円

強の保険税の値上げとなりました。こ

の制度は国の社会保障制度であるのに、

国庫補助が45％から34％に後退して

いることが、自治体の国保運営を困難

にしている―との意見がありました。

（賛成多数で認定）

国 

民 

健 

康 

保 

険

介

護

保

険

　法改定による介護保険料と利用料の

値上げにより、利用を控える状況があ

るのではないか。また、滞納率が上昇

したのは、保険料の高さが原因。第４

期見直しの際に負担の軽減を図るよう

に―との意見がありました。

（賛成多数で認定）

水

道

事

業

　給水人口10万5,675人。給水戸数は

４万4,450戸。水道事業として事業規

模を決定する際に、将来人口の見積も

りがずれた結果、過大投資となったの

ではないか。企業の地下水くみ上げに

対しても、一定の基準を設けるべき―

との指摘がありました。

（賛成多数で認定）


